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オンラインイベント～SDGs よこはま CITY 冬～ 

「生理が原因で学校に行けなくなる女の子達のお話（ウガンダ）」セミナー 

＜実施報告＞ 

 

2 月 20 日（日）10:30-11:30 と 15:30-16:30 の 2 回､オンラインセミナーを実施しました｡参加

者は 2 回の合計で約 42 名でした｡高校生から国際協力のご経験豊富な方まで、幅広い年齢層にご

参加いただきました。 

セミナーの冒頭に、横田より GBN のミッションや実施している主な事業をご紹介しました｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

そして､ウガンダについて､地理､都市部と農村の景

色、暮らしの様子､産業､観光スポット､そして食べ

物等についてご説明しました｡ 

 

GBN やウガンダのことを知っていただいたところ

で、本題である「生理が原因で学校に行けなくな

る女の子達のお話（ウガンダ）」を代表の大西から

行いました｡ 

 

まず､2015 年にウガンダにおいて生理の問題を知った経緯をお話ししました。生理用品がないこ

とが原因で、女子生徒の多くが学校を欠席したり退学したりしていることに衝撃を受け、クラウ

ドファンディングで資金を集め、生理用布ナプキンの配布事業を実施し、そのインパクト調査を

行いました。その結果、生理用布ナプキンの配布が女子生徒の授業の出席率・成績の改善､退学

に与える影響の大きさを認識し、これを契機に日本において NPO 法人を設立しました｡ 

 

本事業を通じて、女子生徒の月経にまつわる様々な課題

を改めて認識しました。具体的には、月経に関する知識

や衛生・性教育の不足、親・学校における月経中の女子

への不十分な対応、学校の施設に関する問題（水不足・

トイレや更衣室が壊れている）、生理について話すこと

はタブーという文化などです。 

 

そのため、その課題の解決のために 2016-2019 年にムベ

ンデ県において Lush Japan 様の助成を受けて「生理で学

校に行けなくなる女子学生の教育環境改善事業」を実施

しました｡具体的には､布ナプキンの作成トレーニング、

教員のトレーニング､学校における MHM の授業､性教

育､ジェンダー平等の啓発活動等です｡また、地域住民へ

の啓発活動として、ラジオトークショーやコミュニティ

とのミーティングを行いました。本事業を通じて、女子

学生の教育環境改善を確認することができましたが、学

校施設（トイレ、洗面所等）が不十分であることや、布

ナプキン作成の継続性などの課題がありました。 
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次に、上述の事業の成果・課題を基に、

2021 年 11 月から JICA の草の根事業として

実施しているプロジェクトについてご説明

しました｡ウガンダの 3 県で実施している本

事業は､「対象校の女子生徒が生理期間中で

も安心して通学できるようになる」ことを

プロジェクト目標とし、それを達成するた

めに､学校（教員､生徒）地域､政府を対象に

下記の取り組みを行う多角的なアプローチ

を実施します｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に先日完了した、ベースライン調査の結果の一部についても共有しました。 

 
 

本セミナーの実施を通じて､これまで GBN の活動をご存知なかった方に知っていただく機会とな

り、そして GBN の活動を数年前からご存知の皆様には､活動の進展､事業の拡大についてご報告

する貴重な機会となりました。 

 


